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１．３号機高線量機器※１取り出し計画について
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3号機 使用済燃料プール（以下、SFP）に貯蔵している制御棒等の高線量機器の取り出し
を2022年度下期より開始する計画としており、2023年3月7日より作業を開始。

高線量機器の取り出しは、プール内のガレキの状況や機器の配置状況を踏まえ、制御棒の
取り出しから開始する計画であり、３号機燃料取り出しに使用した構内輸送容器等を使用
して既設サイトバンカや固体廃棄物貯蔵庫へ輸送、保管する計画。作業は下図の「①構内
輸送容器」「②遮へい容器」「③輸送コンテナ」の順で実施する計画。

②遮へい容器 ③輸送コンテナ①構内輸送容器

制御棒

チャンネルボックス

中性子検出器

チャンネルファスナ

大型、小型フィルタ

水中ポンプ 他

ダブルブレードガイド

燃料ラック

制御棒ラック 他

中性子源 他

SFP内ガレキ撤去 水抜き・
壁面/底部
除染※２

2022年度下期～2025年度

①、②については、サイトバンカへ輸送
③については、固体廃棄物貯蔵庫へ輸送

※２：現状は高線量機器取り出し後に水抜き・除染を行う計画。
今後②、③の検討を進めていく上で水抜き、除染を先行
して実施可能と判断した場合は、変更の可能性も有る。

高線量機器取り出し

※１：高線量機器とは、SFP内に保管されている種々の物品を指す。



２．３号機高線量機器取り出し実績
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2023年3月7日より、３号機使用済燃料プール内にある使用済制御棒（２本）の取り出し
を開始。

制御棒は構内輸送容器への装填後、サイトバンカへ移送を行い、3月17日にサイトバンカ
プール内のラックへ収納を実施。

作業に伴うモニタ類の有意な変動はなく、作業員の被ばく線量も計画範囲内であった。

制御棒移動（１本目） サイトバンカラックへの収納

制御棒

制御棒つかみ具

撮影日：2023年3月7日 撮影日：2023年3月17日



【参考】作業概要（３号機）
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・輸送容器（キャスク）SFP内
搬入

・高線量機器、輸送容器内収納

クレーン

フィルタ類

CR

キャスク

・輸送容器一次蓋の取付け
・輸送容器の吊り上げ

クレーン

フィルタ類キャスク

・輸送容器吊り上げ
・摺動架台（車両）搬入

クレーン

・搬入口内に緩衝体を搬入
（構内輸送容器の場合）

・輸送容器吊り下げ
・緩衝体搬出（構内輸送容器の場合）

クレーン

緩衝体

・輸送容器着座
・転倒防止措置
・二次蓋取付け

クレーン

・クレーンにて、再度、輸送
容器を吊り下げ

・輸送準備（車両積載等）

クレーン

3号機内作業は、高線量機器の取り扱い以外は、燃料取り出し時と同じ手順で実施。



【参考】作業概要（サイトバンカ）
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・輸送容器プール内搬入 ・一次蓋取外し
・高線量機器取り出し、収納

・輸送容器プール外搬出
・輸送容器除染・搬出

・輸送容器縦起こし
・二次蓋取外し

・輸送容器搬入
および車両からの吊降ろし

・輸送容器の構内輸送

搬入口

天井クレーン

作業台車

搬入口

天井クレーン

作業台車
ホイスト

貯蔵
プール

転倒防止台座

搬入口

作業台車
ホイスト

貯蔵
プール

３号機からサイトバンカ建屋へ輸送

貯蔵
プール

キャスク
ピット

容器洗浄

容器除染

大物搬入口カーテン

作業台車ホイスト

貯蔵
プール

キャスク
ピット

サイトバンカ内作業は、低線量エリアであることから、有人にて実施。


